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でした。例会は金曜日、汽事で2時間半、メークす

るには少し遠い様でした。

○幹事報告

○会報到着　天童R．C

Oチャーター御案内

倉敷南R．C　37．3．27（火）　於　連島中学校講堂

P．MlO．00′－11．00　登録料　￥2，500

参加御希望の方は幹事まで御連絡下さい。

○国際奉仕委員　　小　花　君

イマニエル・シャrマン氏より鶴岡に来た時の礼状を

そえて、壁掛が送られて来た。

○会報委員　　田　中　君

会報に月々の誕生者の写真をのせたいと思いますので

張君が各人の写真を撮って下さるそうですから、指名

された人は居残り厭います。

○親睦委員　　張　　　宕

ブルックリンR．Cよりカレンダ⊥を送って来た。昨

年行った時にとった写真を送りたいと思って居る。

○アンポイR．Cのジョンポップ会長より促をいたゞい

た。

○雑誌委員

雑誌ケースのほしい人は申込まれるよう。

〇二コニコ箱

黒　崎　君　　欠席

三　井　君　遅刻

佐藤（昇）君　令嬢御誕生

男　網　君　　うれしい写真いたゞいて

嶺　岸　君　　女の子誕生

大　野　君　　早退

張　　　君　　嬉しい事があり

○現実とロータリー

ロータリアンとなる事は何を意味するのか。末だ日

の浅い我々又は、どこのロータリアンにも恐らく共通

であると思う。

問題というのは、ロークリトの説く友愛の精神と、

現在のきびしい世相とは相容れないのではないかとの

疑いである。至る処敵意に満ちた世の中で、単に愛情

のみを以って果して世に処せるかどうか、という事で

ある。

奉仕はなるほど良い事には達いないが、常に奉仕の

精神のみによって事に当って、それで不安はないのだ

ろうかと云うのである。

奉仕とは、相手を（思いやる）心である。奉仕とは

（相手の身になって）考える事である。これは友愛の

情なくしては生まれて来ない。憎い相手と思い乍ら、

その人を思いやる事は可能である。然しロータリーは

会員に（お人好し）であれと告げているのではない。

喜んで他に陥しいれられよと云って居るのでもない。

之の世の中では、警戒も必要だし、他に先づる望みを

持つことも当然であり、少しも悪い事ではない。ロー

タリアンとして、相手が如何なる態度であっても之に

処するに底の企みのある邪心を以って当るべきではな

い。既に邪心がなければ、友愛の心は自然に現われよ

う。友愛の心の湧き出づる処、そこにロ・－タリーの奉

仕は生まれるのである。

（業務を通じての奉仕）の宣言文には（自己の職業

に於ける成功は、之が社会に対する奉仕の結果として

かち得られた時に、立派な希望として評価せられる。

反対に、不当な便宜権利の濫用、或いは背信行為によ

って生ずる利益や名誉は之を受けない）とある。正当

に職業に従事して、利益を得るのは当然である。その

正当なものをさえ放棄せよと云うのは、ロータリーの

所謂奉仕の精神ではない。

－会　報　委　員－

○本日の献立

平目、赤えびの刺身、新鱒、玉子焼、鱒、海苔、お汁


